
恒星の観測データと星表

ＧＡＩＡ衛星のミッション終了

今年（２０２５年）１月、１０年間にわた

り宇宙空間で観測を続けていたＧＡＩＡ

衛星（図１）が、科学ミッションを終了し

ました。ＧＡＩＡは欧州宇宙機関（ＥＳＡ）

が２０１３年に打ち上げた位置天文衛星

で、恒星の位置や年周視差、固有運

動、明るさ、視線速度などの高精度観

測を行いました。観測した星の数は膨

大で、２０２２年に行われた第三次デー

タ公開（ＤＲ３）では、１８億個以上の恒

星の観測値が公開されています。今後

も新しいデータが追加で公開される予

定です。

恒星の観測を行う位置天文衛星は、１９８９年に打ち上げられたヒッパルコス衛星

が初代です。こちらは１９９３年まで運用され、約１２万個の恒星の位置や明るさ、年

周視差、固有運動などを観測しました。特に

９等級よりも明るい星の位置や年周視差は、

角度で約０.００１秒という高い精度を持って

いました。それらの観測データはヒッパルコス

星表としてまとめられ、広く公開されていま

す。そしてＧＡＩＡ衛星は、ヒッパルコス衛星の

後継機に当たるもので、現時点での精度もヒ

ッパルコスのそれよりも上がっています。

これら位置天文衛星が取得した恒星の位

置や年周視差をはじめとした各種観測デー

タは、天の川銀河の立体地図の作成をはじ

め、天の川銀河の歴史や進化、恒星の進化

などの様子を知ることができることから、天の

川銀河研究に大きく貢献しています（図２）。

図２：ＧＡＩＡ衛星のデータから作成
した天の川銀河の想像図
（ⒸＥＳＡ／Ｇａｉａ／ＤＰＡＣ,Ｓｔｅｆａｎ
Ｐａｙｎｅ―Ｗａｒｄｅｎａａｒ）

図２：ＧＡＩＡ衛星のデータから作成
した天の川銀河の想像図
（ⒸＥＳＡ／Ｇａｉａ／ＤＰＡＣ,Ｓｔｅｆａｎ
Ｐａｙｎｅ―Ｗａｒｄｅｎａａｒ）

図１：天の川の星々を観測するＧＡＩＡ衛星
の想像図
（ⒸＥＳＡ／ＡＴＧ ｍｅｄｉａｌａｂ, ＥＳＯ／Ｓ．Ｂｒｕｎｉｅｒ）

図１：天の川の星々を観測するＧＡＩＡ衛星
の想像図
（ⒸＥＳＡ／ＡＴＧ ｍｅｄｉａｌａｂ, ＥＳＯ／Ｓ．Ｂｒｕｎｉｅｒ）
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恒星のカタログ「星表」

恒星のデータを記載したリストは「星表」または「カタログ」と呼ばれ、その歴史は遠く

古代まで遡ります。有名なものとしては、２世紀にギリシアの天文学者プトレマイオス

が、著書『アルマゲスト』に記載した星表があり、約１,０００個の恒星の天球上の位置

（黄道座標）と明るさが記載されています。

その後も現在に至るまで多くの星表が作られてきましたが、天文学が発達した近

代に入ると、星の距離が求められる年周視差、星の表面温度がわかるスペクトル型

など、記載データの種類が増えていきます。さらに、観測技術の向上や写真の利用

により、記載された星の数、記載データの精度の向上も見られました。そして近年、Ｇ

ＡＩＡなど宇宙望遠鏡による超高精度の観測に発展しています。

ところで、最近まで星表は紙で出版さ

れるのが主流でした。科学館にも、出版

された星表がいくつかあります。例え

ば、アメリカのイェール大学天文台が作

った「Ｔｈｅ Ｂｒｉｇｈｔ Ｓｔａｒ Ｃａｔａｌｏｇｕｅ

（ブライトスターカタログ、輝星星表）」

（写真１）があり、これは６.５等級よりも明

るい９,１１０個の恒星について、位置

（赤道座標、銀河座標）、明るさ、星の色

指数、スペクトル型、固有運動、視線速

度などのデータが記載されています。ま

た、１９７５年に西ドイツ（当時）のベルゲドルフ天文台から発行されたＡＧＫ３（ＡＧカタ

ログ第三版）は、赤緯マイナス２度より北にある１８万個余りの恒星データが記載された

ものですが、主に恒星の固有運動の値の記載に注力して編集されたのが特徴です。

現在では、ＧＡＩＡ衛星のデータやヒッパルコス星表のほか、かつては紙で出版され

ていたブライトスターカタログなどもインターネット上で公開しており、ダウンロードが可

能になったので、身近に利用できるようになりました。

恒星のデータを使う

公開された星表のデータは、さまざまなシーンで利用されていますが、特にヒッパ

ルコス星表は、教育関係やアマチュア関係の人々にも活用されています。例えば、

デジタル星座早見や観測星図、ＨＲ図などの教材やアプリが挙げられます。それらの

作り方や製作レポート、データのダウンロードの方法などの紹介は、インターネット上で

も数多く見られますので、利用してみてはいかがでしょうか。

嘉数 次人（科学館学芸員）
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写真１：ブライトスターカタログ写真１：ブライトスターカタログ
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